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川西町・三宅町 季節は巡っていきます。６月上旬
式下中学校組合立式下中学校 ～中旬は、二十四節気の芒種（ぼう

しゅ）。田んぼに水が張られ、田植
「学校通信」 えの時期がきていることを表しま

Believe（ビリーブ） す。また、夏至に向かって、１年で

―令和3年度第6号― 一番、日中の時間の長い時節を迎え
ています。疲れの出やすい時でもあ

令和 3年 6月 10日発行 文責 中本克広 りますので、健康と安全にくれぐれ
も御留意ください。

「私たちは同じ船に乗っている」

５月３０日付け『奈良新聞』の「現論」というコーナーに元陸上競技選手の為末 大氏
ためすえ だい

の文章が掲載されていました。為末さんは、４００ｍハードルで、世界選手権や五輪に出
場され、現役選手時代の２００５年３月１８日に本校に来校し、御講演をいただいており
ます。
文章中にこのような言葉がありました。

「今から走るこのレースは誰かが走りたかったレースであり、この人生もまた誰かが生き
たかった人生なのだ。」
「日本ではまだ分断は辛うじて生まれていないが、状況は厳しい。これを防ぐには困窮し
ている人々への支援と、自分以外の人生を想像し『私たちは同じ船に乗っている』という
共同体感覚を持つことではないか。」

式下中学校の主人公である生徒のみなさんと教職員は「同じ船に乗っている」というこ
とです。私たちは、保護者の皆様、地域の方々、そして式下中学校の全ての関係者に支え
られながら、学校生活をすごせています。私たちは、「共同体感覚」を持てているでしょ
うか？「Ｗｅ」とか「Ｏｕｒ」という感覚を常に持っていたいと思います。
お互いに、がまんばかりを求めるのではなく、「しんどい」時には、「しんどい」と言

える、「助けてほしい」時には、「助けて」と言える関係でありたいものです。
「みんなしんどいのだから、自分だけが弱音を吐いてはいられない」という考え方をし

なくてもよい、元気を取り戻すための休息が気軽にとれる集団をつくっていきましょう。

第１学年「地域学習」の様子

５月２８日（金）、１年生が「地域学習」として、両
町内を巡りました。晴天に恵まれ、すがすがしい空気
を胸いっぱいに吸って、心地よい時間をすごせたので
はないでしょうか。
地域内を歩きながら、新たな気づきをしていてくれ

たらうれしく思います。
６月４日（金）、７日（月）には、「地域学習発表会」

が行われました。
川西町・三宅町の文化遺産、文化施設、福祉施設、

店舗等について、実際に行って取材したり、調べたり
したことを班ごとにまとめ、発表していきました。
短期間で、まとめの作業を行い、映像を使って発表

できる状態にまで仕上がっていたことに感心しました。
両町の特徴を知り、さらにくらしやすくなるように

していくには、若いみなさんのアイデアも必要です。
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＊ワークシートには、

新しい発見や感想、班

活動で頑張れたことや

反省点、発表を聞いて

の気づきなどを書いて

いきました。班のメン

バーや発表者の様子を見て、お互いのよいところ

を探す視点も大事にされていました。
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感染症重点予防対策について ＊下記の重点予防対策についての意識を高めましょう。

（学校生活全般）
①冷房中も窓やドアを２カ所以上開け、換気扇を併用して換気しよう。
②マスクを付けていても、互いの間隔をあける意識を高めよう。
活動によって、生徒机用飛沫防止ガードを活用しよう。

③静かに食事（給食）をいただこう。
④水分補給は、こまめに、人との間隔をあけて行おう。
⑤マスクを付けていても大きな声での会話は控えよう。

（保健体育実技、部活動時）
⑥更衣室ではマスクを付けよう。少人数で交替しながらの更衣を心がけよう。
⑦休憩時、ミーティング時には、マスクを必ず付けよう。
⑧水分補給は、こまめに、人との間隔をあけて行おう。
⑨人との間隔を保ち、大きな声での声出しや応援を控えよう。
⑩雨天練習時は、より一層上記のことに気を付けよう。

１年生の内科検診の実施日について

６月２５日（金）午後に、１年生の内科検診を実施しますので、お知らせいたします。
※歯科検診……１年（６月７日）、２年（６月１４日）、３年（６月１５日）
これで、１学期の健康診断関係行事は、一区切りとなります。医療機関受診勧奨の連絡

があった場合は、各御家庭での早めの対応をお願いいたします。


